脫皮を 中ぶ、とせる デョラウグモの一生 

千國を之辅 
(長野縣蘭ま繁郡豐科巧） 

巧 

蜘败類が卵殼を破って，一度此の世に化づるや巧とな<晝とな<盛んに捕食 
し其〇閒に幾回かの腺:皮を蜜ねて成長して巧 < 事は吾人の周知の事實である。 
がしをれが一尘の閒にいつをい何回の脫皮を繰り返してぶ體の域に達するもの 
である力>0化〇疑間が筆者をしで.ダョラウグモし、邸ん•紅 elavaia L. Koch) 
の一生を觀黎せしめた大きな動機の一つである。 

幸この デョラウダモはォ ホ ヒメ グモ 等の如く，人家附近に非常に數多く，又 
美麗なるみ:裝を殖飾って夏の末からがにかけて，庭園の樹閒に，化の空關をば 
吾が物颜にぐを絲の-丸網をはりめぐらして化居し，よ （ 人々の注意を惹き，且っ 
又.一化性の極でもある故，一生の生態觀察には•な•都をである。こんな事から 
デョラウグモを選んだのである0 

尙を脫皮期にがては其の蜘蛛の大きさに一おの標準のある事を推をしで，每 
回每に脫おの殼を採集し，胥數長と第一步脚を脚の代表として測定した。皮は標 
本として巧存して蹟いを。（第7圖） 

觀 察 

1 强を（窯一回脫を） 

六月二十日輝かしいなの日ざしを體いつぱいに浴びて，あちこちの新綠の樹 
閒に極 < 小さな丸網を小ぎれいに逸つて，體畏1耗にもおらぬ小さな獅蛾が， 
時々體を振動させながら敏巧に小蟲を補食して居る。口月らかにデョラウグモ〇 
幼生である0いよいよはじまっを。筆をの胸は高鳴つを0 

同 B かを裏門の庇の下に產みっけられてある卵魂から遂先頃發生しをばかり 
のデョラウグモの仔塊を發見した。約 400 個の氷々しい小體を，ぎつしり，つ 
めよせて，直徑十數館の小巧魂を作り美しく張り渡された絹膜様の綾絲にまへ 



られてねる。 C 第1圖參照 ） 時々をよ風に燃いては•つと徽じて义前こ戾るをの 
愛らしさ0目光と新鮮なを氣とを,恩ふをか身に浴びて，來るべき獨立生巧への 
巧力をたくはへつある〇である。が囊に殘されを脫け殼は極< 小さ <肉眼で 
は蓮の安口く見え，删はちられぬ穫度である0 

2第二回脫な 

ぶ巧二小る:日，約400個の斤观中約 S みの一は昨夜萊二回 ryo 形と化を終了 L 
た。今朝，をれ等〇な蟲な絹膜に脫皮を殘して四散して履た0 

ぶ巧二十六もげ夕より南風强し。 （7 m 〜8の，然し直接風はあたらぬ〇)今 
朝殘り〇三か〇二は全部脫おり殼を殘して散ず。體長1耗.第一步脚 1.8 お0 
(第7 H 2) 散つ た位 ■蜘蛛は直ちに / J が • 葉間に直徑6 — 7麵 ( D 小さな垂直丸 
網をきれいに遇つて.獨立生活への第一步の營を開始したのでをる。をうして 
極<敏巧に小逗蟲（蚊やぶゆの類）を捕食し，人がなづけば體を振動させてゐ 
る 0 

3第 = 图脫皮 

ヒ巧 S 日，これまでに網は何度も修理され又造りかへされして，直徑約7 — 
S 鞭の網となる。か了れも本網の前後に張渡された綾糸に脫け殼一つづつを幾し 
て居を。體長2お，殼の第一步脚ん4来で。（第7圃 3) 

4第巧回脫巧 

セ巧十一日，體が次第にが長して巧 < に從つて，網も其〇面禱を廣めて巧<。 
化の頃では直徑 1 C 穗拉となつを。 

今朝第四圆目の晩:巧を終了した。體長3おばかりのか々しい小體に黃•綠ま 
だらの斑紋をはつきり見せて，盼皮の殼を殘して中'じ、に靜止の態である。體長 
3辉殼の第一歩脚了 .7 棘。（第了04) 

5第五回脫を 

時々網の遮りかへや場所の移轉が巧はれるので他の個體と混同してしまみの 
を恐れ，屯•巧十 S 日，網のある樹枝を娘亢から切り雛して机上に持ち來り電燈 
の近< に霞く。電燈乂に誘はれて飛來する夏の巧の小蟲が豐富に捕食される。 
親は二 S 回の改造により直徑14 一 15經となる。お巧十お日化の場巧に如何なる 
す滿を拖いてか户樹おを逃げ去り一遊ホを引いて窓ぎはに營巢してしまつた。 
食爵は前と W じ < 十みでをる0 

セ巧二十日巧萊丑:回目の脫皮を巧ふ0 了度運よく，この脫皮を終始觀察し得 
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產卵を終 0 たる巧粗と卵薬 
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たので， 脯單にそのま 
、を言臣して置 < 0 
-Y -後 九時兰1•お 分小 
な蟲が，木網に二 • S 
か、つて盛んにもがい 
て居た0それに も拘ら 
ず， クモ じを く をれを 
知らざる もの、 如<, 
中'こ、 に靜ムして居た0 
巧九時四-卜分病にでも 
和;:つたかと化はれる槪 
な.だるさうな脚取り 
で，よちよち歩き山し 
た。をして本網を離れ 
てをの不规则に娘り波 
された S 蓮:網の一糸に 
靜止し啼々體を振動 
させてな-た。巧九時阿 
十八か脫皮 I 巧始。うたづ 
腹ザが背筋より-魏けて 
か々しい腹部力'が:‘つく 
り と 出てがた0同時に 
頭卿部が跋に裂けて. 
やはり水々しい胸部が 



第 G 励 
雄の來訪を受けたる雌 

(左下は脫皮の殼と網の修理で不用となわたる糸厨) 


現はれがした。やがて腹部はだらりと二•云が下に下ると頭蜘部はすっかり脱 
して其のをから四對のホ脚が平巧に並び • ほんの僅かづつ，徐々に脫けがして 
來るのである。（第2圖參臘）同十時五分歩脚はを部脫け切ってしまった。蛛 
がより脫け殼の腹部に速なる3耗稱の一糸に，クモの體はぶらりと下向きに釣 
り下げられて居る0 (が3圖參照）すきをる様にか々しく，美しい，八本のホ 
が i はをく力を脫いて，シグンヤナギのがの風に靡くが如 <，夏の夜のぶしいを 
よ風に，輕くゆられてわる。脫化前の黑ずんだ.如何にもホ實した機な體勢に 




よヒ較して，何と縣々しい柔弱をのもの、，力ないを態であらう〇十-数かよをの 
ま、過ぎて，體皎も步卿も幾み延びた事が1がらかだ。巧十時二1-.:;み行動をI巧 
始して，本九網の中と、に戾る〇やがで次第に咒氣づいて來で體にが充巧した 
かの株に見える。こ、で觀察を中止した.-卜時 S 十七•み。同十時が-卜か巧び 
近よつて見れば，旣に小蚊を補へて盛んにをつて居た。體摸約4が，巧一歩脚 
11.2探。（第7擲.ぅ） 

お巧二-1八日窓ぎはの網から遊ホを放ち窓の直前のイチ年の木に侈轉して直 
徑約带麵の網を作る。 —— やはり本趣にはが氣とが t ： が直接に必がなのだ 一 - 
と云ふ幕を思はがられた〇 

6窠六回朕を 

八巧一日.昨な胁:化して，皮を例わ場所に戏し，氷々しいきれいな體がよな 
ど大きくなつて居るのが見られたっもう，了ヲイ1、トンボ等の大物を補度ずる 
様になつた。體長約6紋がーホ脚に•〇郎。（巧7留 6) 

7第セ 回脫を 

八同十た日夜七-回目の脫皮:を巧ふ:）腹巧の親紋はいよいよが體のをれに似,て 
张义蛛がの兩側の赤色味が，はつきりと見られる薇になつた。體摸約 A ず C ， 
殼の第一步脚说 .5 粧，（第了慰の柿彰も大物を捕へ巧る棟になつた。卽ち 

へ巧；:十口朝……アヲイト 1* ンボ1郎拙食 

八巧二 i ‘こ n ……ホツネントンボ1煎捕お 

八月二十六 H ••…シリアゲムシ！頭補食.其〇化小捉蟲は數頭はが悔して居 
る。體はめきめきとホ長して巧 < のがわかる。 

八月二十ん •日， むむ のカクレアミ を不规刖に中心に お^つけ まは して 巧た。 
脫皮が近づいたらしく體を體が黑ずんで來た。網の直恢お麵が。 

8 第 八 画脫皮 

九巧ーロ辆.が夜の小雨でしつとりも濕つた網に，ホ稍瓶お L , たばかりの削; 
かなを浴をもつれ， を。あにふさはしい新婦蜘蛛（ぞョラ T ンダこ-)う； rh ， じ、に靜 
止して居る脈皮の殻は風にゆられて，今にも糸をはなれんとしで巧を。脱:此•温 
前の體長約16館殼の第ーホ脚315お 〇 ( 驚了鋪 8) がと化をもが閒を幾過し 
て，をつとクモに氣つかれぬ様，體のを部を那惦して見た。卽ち體長約化觀. 
第一步脚 39.5 精であつた0僅か1時間ばかりの間ではあるがさずがに脱皮直を 
夕5けあつて，體は2館.脚ば 8' 耗も延びて居るのに兮更ながら驚いた。巧し其 




の時な後はか、る急速な膨脹はない。 

化巧が•日より大きな網が必典となったらしく，ずぐ隣の他のおをも尘臺とし 
て直徑約が}鞭(車 mo の網を非巧に細やかに美し<，然も敏速に遇ってしま 
った。 

化り七- H， 體は目立って大きぐなっを。體長2佩3餘第一步脚は40館を越え 
お。を葱师•盛と見えて，捕貪も頻繁に巧ふ徵になっを。 

丸巧八日，同じ場所に網を大きく或:造ず 0 直徑約1米に達す 0 

あちらの梢 > こちらの軒端，人家附近の到る處にこの棟な黄金ホむ，いとも 
華麗な巫網の殿堂る:迹設して，をの奥座敷に，莖かに着飾って彼の女等は鎭 
座して居るのである0生难巧は丸げをもって來を。卽ちが體の域に達しをので 
ある。もう脫皮は止んだのである。將に彼の女等は靑春の喜びに醉ひっ、且っ 
义今や蜘蛛界にがけるを盛を極めでゐるのである。 

づし リノ入日 . 網の附近にアシナガグモ （ Tetragnaiha が ’ aedonict 1 ム Koch ) の幼 
生が數郎居攸をはじめた。 

9性 を 

丸巧十日，いよいよ結婚の日がホた。何脂より來をの力;，成熟した體長 1 C 探 
にも足らむ小さな雄が1頭結婚を中しをんで來た。（巧6圆參照）夕刻より性 
交を關始した。觸竊をを互に動かして移觀すること約 S 十分にして終り，义縱 
は中'じ、に居る雌より遠ざかって靜止す。雌は叉補をや網の修理に餘，をがないが 
雄は相變らず化獄の態である。カパて夫婦生活約十日閒.九月二十一日には摧 
のをはもう见られなかった。（網によっては帷の2頭或は‘‘；頭居るのもある〇) 

九 J -] こ十ぶ-円，彼の女-の腹部は捣にふっ < らとふ；らんで來た〇重さうな大 
きなお腹をか、へて補食に多忙を極めて，’よちよち步き廻ってねる。動作は前 
よりずっと，緩漫になってしまった。 

十巧-!•二日，朝繫は戦山をこめ.氣'温はめっきり降り，巧間はが C 〜2。じ 
にも P ホる様になった0彼の女の腹部は-丸々とはちきれさうに肥って，產卵を目 
前におへてがむおんに姉食をつ たけてたる〇 

10産 卵 

十月十九日，朝夕めっきりがたさを感ずる，在の頃でをる。ふと見るぶ綱は 
とりみだされたま、殘され御本尊機がお留守だ 0 「さ下は」との園を見まはす 
と窓ぎはの板雜の合せ口〇下側に雪 • 雨を避けてホを線にはりめぐらしで產如 
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の準備に夕化であつを0產卵を終り絹膜になまれた直徑 10 耗穂の美しい卯襄を 
造り終つをのは十巧二十 S 曰夕刻であつた。（萊4欄參照）クモり腹部は，は 
つを りと痛がこけて，しわさへ負えて居た〇む彩は被せ翁力を央つて • 一見お 
ばをさんと云ふ感じだ。 

十丹云个日，昨夕までは，ぢつとして自分〇卵繫から離れようともしなかつ 
た老窃:體が今* H はミイラの如<親からびで，地上に落ちて巧んで居た。綱は梢 
葉をいつばいつけて，風两にさらされた廢墟となつてしまつを。卵はをのま、 
•越冬して型夏の蠻をを待つてむるのである0 (が〇鹽）巧にこの挪囊を採集し 
來り卯数を調べで見た處を部で404佩であつた。狮1個の庭彼〇ぶ極。 

十一巧上却他のデョラウダモ等も趾頃では大かを産卵を濟まして化んで揺 
た。早いのは半巧程前に產卵を閒短しをのもある。然し稀には尙網に居て捕食 
をつごけ艇部が贈滿する事なく霧や雜にさらされ網に居ながらにしで，巧んで 
巧'くのもをる〇これ等は雄の來訪を焚けないでしまつたからである。 
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上記の如 < デョラウグモは兎に巧十みなる環境（氣溫•濕度等）の中にがて 
は-^生の閒に八回の脈あを重ねる祟だけははつきり.しを。而して脫皮から次〇 
脫皮までの曰數は初めの中が少<が紫に遠ざかつて巧< のである 0 尙脫がの時 
刻は夜明け方が一骄《<，次に夜間も盞閒も巧はれ一おして居ない0併し後述 
の如き例タトのある事も承知して腫いていたごき度い。因に脫皮期及び其の回數 
並びにほ vr —おして居る體の大きさ等を一覺表にして褐げて還く。（脚は第一 
ホ脚をがて代表） 

尙本穗の發化期は大體にがて上記のか < 六月中*下句であるが祕にはん•巧 下 
句頃やうやく發生するがか!きわ < な仲閒もある。然し本穂は環境や食辟に制限 
される影響が非常に大きいの:’產卯朔は發をの早晚に拘ら ず，ほご 一をして 十 
巧下旬である。故にこれ等わぐのものは九巧も牛ば過ぞて朝夕氣 i £ のめつきり 
降下する頃にはが長が停止して，脫皮を八圆まで重ね得ず，お圃或は八圓因の 
直前にて成熟してしまふものである0從つて體長も其れに準じて小形の、ま、で 
讶®となるのである。力>、る例外なクモカ;環境によつてま配される面の非常に 
夕き事を物誌る，興味深い现鞭である0 
欄-筆するに當り趣々御指導御配藤を賜つた植が利夫先生に深謝致します0 

(15. n . 2:;記） 
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S 巧が 徳 
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本種は糜烏文哩巧大學怯聴肿岐赃先生なび鈴木 JE 絳氏により1939年初めて記 
載されを珍稀なる穂である。原記載は1931年 K) 巧 UJ 口縣賴阔ホ城山を園の小が 




